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ビッグデータと人工知能による
未来の医療

特集 2

特集 2

　

ゲ
ノ
ム
情
報
や
電
子
カ
ル
テ
情
報
、
生

体
サ
ン
プ
ル
な
ど
、
医
療
現
場
に
蓄
積
さ

れ
て
い
る
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
次
世

代
の
医
療
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
研
究
や

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
法
の
１
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が「
先
制
医
療
」だ
。
ゲ
ノ
ム
情
報
な
ど
を

用
い
て
病
気
を
発
症
す
る
前
に
予
測
し
、

予
防
的
な
医
療
介
入
を
行
う
先
制
医
療

は
、
医
療
費
が
高
騰
す
る
日
本
に
お
い
て

社
会
的
要
請
が
大
き
い
。

　

例
え
ば
、
医
療
費
の
約
35
％
を
占
め
る

生
活
習
慣
病
は
、
先
天
的
な
遺
伝
的
要
因

に
加
え
て
、
喫
煙
や
肥
満
な
ど
環
境
的
要

因
の
影
響
が
大
き
い
。
そ
の
よ
う
に
複
雑

に
絡
み
合
っ
た
医
療
情
報
を
統
合
的
に
解

析
す
る
こ
と
で
未
知
の
因
子
や
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
見
い
だ
し
、
予
防
的
な
介
入
に
役
立

て
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

そ
こ
で
東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
先
制

医
療
を
統
合
的
に
学
び
、
臨
床
や
研
究
の

分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
大
学
院
の
改
組
を
行
っ
た
。

大
学
院
改
組
に
よ
り

先
制
医
療
の
人
材
を
育
成

　

大
学
院
改
組
は
２
０
１
６
年
度
か
ら
の

第
三
期
中
期
目
標
の
１
つ
で
あ
る「
統
合

先
制
医
歯
保
健
学
の
世
界
的
教
育
・
研
究

拠
点
形
成
」に
基
づ
い
て
計
画
が
進
め
ら

れ
た
。２
０
１
８
年
度
か
ら
の
改
組
で
は
、

従
来
の
医
歯
学
総
合
研
究
科
と
保
健
衛
生

学
研
究
科
の
生
体
検
査
科
学
専
攻
を
統
合

し
た
新
た
な
医
歯
学
総
合
研
究
科
を
立
ち

上
げ
、
先
制
医
療
の
担
い
手
と
な
る
人
材

を
育
成
す
る
コ
ー
ス
を
新
設
し
た
。

　

改
組
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
修
士
課
程
と
博

士
課
程
そ
れ
ぞ
れ
に
先
制
医
療
に
特
化
し

た
コ
ー
ス
を
設
け
、間
口
を
広
げ
た
こ
と
。

修
士
課
程
の「
先
制
医
療
学
コ
ー
ス
」、
博

士
課
程
の「
先
制
医
歯
理
工
学
コ
ー
ス
」が

あ
り
、
博
士
課
程
の
コ
ー
ス
は
、
医
歯
学

専
攻
の
学
生
用
の
４
年
制
コ
ー
ス
と
、
生

命
理
工
医
療
科
学
専
攻
の
学
生
用
の
３
年

制
コ
ー
ス
と
に
分
か
れ
る
。
大
学
院
を
修

了
し
た
学
生
に
は
、
医
学
、
歯
学
、
数
理

医
科
学
、
保
健
学
、
理
学
、
工
学
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
学
位
が
授
与
さ
れ
る
ほ
か
、
先

制
医
療
の
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
こ
と
が
付

記
さ
れ
る
。

　

教
育
内
容
は
、
膨
大
な
医
療
デ
ー
タ
を

統
計
的
・
数
理
学
的
に
解
釈
す
る
力
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
、
臨
床
統
計
学
や
生
物

統
計
学
な
ど
を
幅
広
く
学
ぶ
。
さ
ら
に
博

士
課
程
の
先
制
医
歯
理
工
学
コ
ー
ス
に

学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
３
年
制
）」で
は
、
医
療
、

健
康
福
祉
の
発
展
に
必
要
な
生
命
情
報
科

学
・
デ
バ
イ
ス
理
工
学
に
つ
い
て
学
ぶ
。

「
疾
患
生
命
創
薬
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
３
年

制
）」で
は
、
疾
患
の
解
明
と
創
薬
を
通
し

た
疾
患
の
予
防
や
治
療
な
ど
の
幅
広
い
関

連
分
野
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
時
代
に
対
応
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
実
践
的
問
題
解
決
能
力

な
ど
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。

点
在
す
る
学
内
シ
ー
ズ
を

全
学
横
断
的
に
統
合
す
る

　

今
回
の
大
学
院
改
組
は
新
た
な
教
育
体

制
の
構
築
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
学
的
に
先

制
医
療
に
取
り
組
む
た
め
の
体
制
作
り
で

も
あ
る
と
、
大
学
改
革
担
当
理
事
の
烏
山

一
教
授
は
話
す
。

　
「
す
で
に
本
学
に
は
医
学
部
附
属
病
院

内
の
長
寿
・
健
康
人
生
推
進
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
し
て
先
制
医
療
に
関
連
す
る
教

育
・
研
究
・
診
療
を
行
っ
て
い
る
部
署
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も
有

機
的
に
効
率
良
く
連
携
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ

う
な
シ
ー
ズ
を
統
合
し
て
、
全
学
横
断
的

な
先
制
医
療
の
コ
ー
ス
を
新
設
す
る
に
至

り
ま
し
た
」

　

学
内
の
既
存
組
織
と
し
て
は
、
遺
伝
的

要
因
や
環
境
的
要
因
な
ど
か
ら
予
防
的
に

医
療
介
入
す
る
長
寿
・
健
康
人
生
推
進
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
、ゲ
ノ
ム
情
報
や
臨
床
情

報
を
集
め
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る

疾
患
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
生
体
材
料
工
学
研
究
所
で
は
、

脈
拍
や
血
糖
値
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

や
生
活
習
慣
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
検

知
で
き
る
生
体
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
バ
イ
ス

な
ど
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
元
と
な
る

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
難
治
疾
患
研
究
所
で
も
、
理
化
学

研
究
所
か
ら
医
科
学
数
理
の
専
門
家
を
リ

ク
ル
ー
ト
し
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

の
下
地
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

　

全
体
の
枠
組
み
と
し
て
、
医
歯
学
総
合

研
究
科
に
ま
と
め
た
こ
と
も
、
将
来
の
先

制
医
療
に
向
け
た
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
と
烏
山
教
授
は
話
す
。

　
「
こ
の
よ
う
な
大
き
な
枠
組
み
に
す
る

こ
と
で
、医
歯
学
系
専
攻
出
身
で
は
な
い
、

例
え
ば
、
工
学
部
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

学
ん
だ
人
が
、
医
歯
学
系
出
身
者
と
と
も

に
先
制
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
体
制
を
目
指

し
ま
し
た
。
臨
床
検
査
技
師
と
デ
バ
イ
ス

を
開
発
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
一
緒
に
学
べ

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
が
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
は
ず
で
す
」

　

そ
う
し
た
未
来
に
向
け
て
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
で
は
、
先
進
的
な
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
れ
ら

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
人
工
知
能
関
連
の

研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ビッグデータと
人工知能による

未来の医療
あらゆる分野でビッグデータ活用が進む中、もっとも
期待度が高いのが医療分野だ。医療ビッグデータを人
工知能（AI）で解析することで先制医療や個別化医療に
役立てるなど、医療を大きく変える可能性を持つ。東
京医科歯科大学では、そうした“未来の医療”に向けて
大学院改組を行うほか、個別の研究においても積極的
に取り組んでいる。

烏
山 

一
教
授

理
事
・
副
学
長

（
企
画
・
大
学
改
革
・
国
際
展
開
担
当
）

は
、
目
的
に
応
じ
た
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

設
置
。「
臨
床
統
計
・
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ

マ
テ
ィ
ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム（
４
年
制
）」で

は
、
ゲ
ノ
ム
情
報
や
電
子
カ
ル
テ
情
報
の

統
合
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
生
活
習
慣
、
環

境
因
子
を
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て

解
析
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。

　

ま
た
、「
先
進
医
療
デ
バ
イ
ス
Ｉ
ｏ
Ｔ

改組後の医歯学総合研究科

医歯学総合研究科

医学 歯学 学術数理医科学

保健学 理 学 工 学

東
京
医
科
歯
科
大
学・チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学

国
際
連
携
歯
学
系
専
攻（
博
士
５
年
）

3人
東
京
医
科
歯
科
大
学・チ
リ
大
学

国
際
連
携
医
学
系
専
攻（
博
士
５
年
）

3人

医歯学専攻（博士4年）　181人

生命理工医療科学専攻（博士後期3年）25人
（生命理工学系専攻＋生体検査科学専攻（後期））

先制医歯理工学コース 両専攻にまたがる共通科目を設定

【4年制コース】
臨床統計・バイオインフォマティクス
プログラム

【3年制コース】先進医療デバイスIoT学プログラム

【3年制コース】疾患生命創薬科学プログラム

保健
衛生学
研究科

医歯理工保健学専攻（修士2年※）
（※医療管理学は1年）

（医歯理工学専攻＋生体検査科学専攻（前期））

医療管理政策学コース　15人* 医療管理学 医療政策学

グローバルヘルスリーダー養成コース　9人* グローバル健康医学
（MPH）

先制医療学コース

107人
（*は外数）

医科学 歯科学

保健学 口腔保健学

理 学 工 学

口腔保健学科 工 学 理 学

社会学 人間科学部

農 学 保健衛生学科
検査技術学専攻

保健衛生学科
看護学専攻

看
護
先
進
科
学
専
攻（
博
士
５
年
）

13人

共
同
災
害
看
護
学
専
攻（
博
士
５
年
）

2人

（コースを修了したことを付記）

○人…入学定員数

（コースを修了したことを付記）
歯
学
科

医
学
科
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て
疲
れ
る
こ
と
が
な
く
、
大
量
の
画
像
を

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
病
理
診

断
に
有
効
だ
と
考
え
ま
す
」

　

例
え
ば
、
大
量
の
正
常
細
胞
の
中
で
少

量
の
が
ん
細
胞
が
存
在
す
る
症
例
で
は
、

熟
練
し
た
病
理
医
で
も
診
断
が
難
し
い
。

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
、
Ａ
Ｉ
が
診
断
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
人
に
よ
る
見
逃
し
を
知
ら

せ
る
機
能
な
ど
か
ら
始
め
た
い
と
い
う
。

　

最
近
で
は
、
蓄
積
さ
れ
た
ゲ
ノ
ム
情
報

と
病
理
画
像
を
関
連
づ
け
、
そ
の
相
関
に

よ
り
が
ん
の
遺
伝
子
診
断
の
必
要
性
を
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
模
索
し
て

い
る
。

　
「
現
状
の
包
括
的
が
ん
遺
伝
子
診
断
は
コ

ス
ト
が
高
い
と

い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ

で
、
特
定
の
疾

患
遺
伝
子
と
強

く
関
連
す
る
組

織
像
が
見
ら
れ

た
場
合
に
遺
伝

子
診
断
を
行
う

よ
う
に
す
れ

ば
、
コ
ス
ト
を

抑
え
て
費
用
対

効
果
の
す
ぐ
れ

た
ゲ
ノ
ム
医
療

が
可
能
に
な
り

ま
す
」

ディープラーニングで使われる
ニューラルネットワークの仕組み

病理画像　＝　入力層 中間層（多層＝深い）

出力層

がん細胞

正常細胞

ニューロン
シナプス
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数理科学手法（ベイズ、深層学習・AI、潜在構造解析）

識別
診断

最適治療
選択

救急
診療

過疎地域
診療

日常身体
診断

医療過誤
抑制

広大な時空間
からのデータ
マイニング

■最適な薬
　A
　B
■予防法

医療
ビッグ
データ

病気の
原因の
発見

病気の
分類を
分子で

個人の
ための
予測

クラスタリング
ネットワーク
潜在構造解析 機械学習・統計・

システム解析

　

難
治
疾
患
研
究
所
の
角
田
達
彦
教
授
は
、

ゲ
ノ
ム
・
オ
ミ
ッ
ク
ス（
網
羅
的
な
生
体
分

子
）・
臨
床
情
報
を
統
合
的
に
解
析
す
る
こ

と
で
、疾
患
の
原
因
や
新
た
な
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
を
探
究
し
、
患
者
ご
と
の
最
適
な
治

療
方
針
策
定
や
先
制
医
療
を
推
進
す
る
。

数
理
科
学
に
基
づ
く
ゲ
ノ
ム
医
学
や
生
命

医
科
学
の
専
門
家
だ
。

　

そ
の
手
法
の
１
つ
と
し
て
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）を
用
い
た
研
究
も
行
う
。

　
「
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
で
Ａ
Ｉ
は
便

利
な
道
具
と
な
り
得
ま
す
。
膨
大
な
量
の

医
療
情
報
を
蓄
え
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
手
法
を
用
い
て
Ａ
Ｉ
自
身
に
学

習
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
短
時
間
で
推
論
や
予

測
を
す
る
こ
と
は
Ａ
Ｉ
が
得
意
と
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、様
々
な
症
状・病
歴・

身
体
所
見
か
ら
鑑
別
疾
患
を
挙
げ
た
り
、

遺
伝
情
報
か
ら
副
作
用
の
少
な
い
薬
剤
を

　

生
体
材
料
工
学
研
究
所
の
中
島
義
和
教

授
は
、
医
療
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
融
合
に

よ
る
医
療
工
学
が
専
門
で
、
様
々
な
医
療

デ
ー
タ
の
統
合
や
自
動
化
を
研
究
す
る
。

　

そ
の
１
つ
に
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の

画
像
診
断
装
置
や
画
像
セ
ン
サ
ー
を
駆
使

し
た
手
術
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
手
術
前
に

作
成
し
た
治
療
計
画
デ
ー
タ
と
術
中
の
画

像
デ
ー
タ
を
統
合
し
て
、
術
具
の
姿
勢
を

ガ
イ
ド
す
る
な
ど
、
よ
り
安
全
・
安
心
な

手
術
を
支
援
す
る
。

　

ま
た
、
人
体
変
形
モ
デ
リ
ン
グ
で
は
、

人
体
の
部
位
ご
と
に
画
像
や
テ
キ
ス
ト
な

ど
の
情
報
を
紐
付
け
、
さ
ら
に
健
康
な
状

態
で
の
位
置
や
大
き
さ
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー

タ
を
設
定
。
そ
の
デ
ー
タ
に
患
者
デ
ー
タ

を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
基
準
と
な
る
パ
ラ

メ
ー
タ
と
の
ズ
レ
の
大
き
さ
か
ら
病
気
の

　

次
世
代
の
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）の
活
用
方

法
と
し
て
、
特
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が

病
理
診
断
の
分
野
だ
。
病
理
診
断
は
細
胞

な
ど
を
顕
微
鏡
で
直
接
観
察
し
て
、
が
ん

細
胞
の
見
極
め
や
性
質
な
ど
を
調
べ
る
診

断
方
法
。
海
外
で
は
す
で
に
Ａ
Ｉ
に
よ
る

病
理
診
断
を
導
入
し
て
い
る
医
療
機
関
も

あ
る
。

　

難
治
疾
患
研
究
所
ゲ
ノ
ム
病
理
学
分
野

の
石
川
俊
平
教
授
は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
と
い
う
Ａ
Ｉ
の
手
法
を
活
用
し
た
病

理
診
断
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
主
に
画
像

解
析
分
野
で
発
展
し
て
き
た
手
法
で
、
従

来
の
機
械
学
習
の
よ
う
に
人
が
特
徴
量
を

考
え
出
す
必
要
が
な
く
、
大
量
の
デ
ー
タ

か
ら
Ａ
Ｉ
自
ら
学
習
し
て
特
徴
を
抽
出
で

き
ま
す
。
病
理
診
断
は
細
胞
の
模
様
や
形

を
見
て
診
断
し
ま
す
が
、Ａ
Ｉ
は
人
と
違
っ

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
文
部
科
学
省

の
受
託
に
よ
り
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
５

年
間
の
計
画
で「
デ
ー
タ
関
連
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
新
し
い
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

と
、
こ
の
分
野
の
国
際
的
な
研
究
情
報
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
う
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
実
施
を
目
的
に
、

「
医
療
・
創
薬
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」を
設
立
。
東
京
医
科
歯
科
大

学
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
代
表
機
関
と
な

り
、
医
療
系
Ｉ
Ｔ
企
業
や
製
薬
企
業
な
ど

の
連
携
機
関
と
と
も
に
、
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
博
士
課
程
ま
た
は
ポ
ス
ド
ク
30

人
、
企
業
か
ら
の
受
講
者
の
30
人
が
対
象
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
医
療
や
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

創
薬
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
・
実
習
を
行

角田達彦教授
難治疾患研究所
医科学数理分野

ゲノムビッグデータと
人工知能による
未来の医療

中島義和教授
生体材料工学研究所
バイオ情報分野

医療データを統合する
最先端の医療工学

石川俊平教授
難治疾患研究所
ゲノム病理学分野

人工知能を用いた
病理画像解析

田中 博特任教授
医療データ科学推進室
室長
キャリア形成支援室室長

データ関連人材育成
プログラムを始動

選
択
し
た
り
す
る
な
ど
、
診
療
補
助
と
し

て
の
役
割
が
期
待
で
き
ま
す
」

　

具
体
的
な
応
用
例
と
し
て
は
、
救
急
診

療
の
現
場
や
過
疎
地
域
で
の
診
療
、
日
常

の
身
体
バ
イ
タ
ル
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
医
療
過
誤
の
抑
制
な

ど
、
現
場
で
の
Ａ
Ｉ
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
本
学
で
も
大
規
模
な
医
療
デ
ー
タ
が
蓄

積
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
長
寿
・
健
康
人
生
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
予
防
医
療
・
先
制
医
療

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
情
報
と
生

活
習
慣
を
組
み
合
わ
せ
て
適
切
な
予
防
に

繋
げ
る
な
ど
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
医
療
と

予
防
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

可
能
性
を
判
断
で
き
る
ほ
か
、
そ
の
場
で

各
種
ナ
レ
ッ
ジ
デ
ー
タ
を
照
合
で
き
る
。

　
「
私
の
研
究
で
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

の
画
像
診
断
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
デ
ー
タ

間
の
関
係
を
数
理
モ
デ
ル
に
当
て
は
め
、

高
次
元
・
多
次
元
で
解
析
し
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
全
体
を
俯
瞰
し
て
分
布
を
把
握
し

た
り
、
別
の
デ
ー
タ
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た

り
す
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
分

析
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

　

生
材
研
に
は
、
生
体
セ
ン
シ
ン
グ
や
デ

バ
イ
ス
開
発
、
マ
テ
リ
ア
ル
、
薬
化
学
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
の
専
門
家
が
揃
っ
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
英
知
を
結
集
す
る
こ

と
で
、
次
世
代
の
医
療
工
学
実
現
の
可
能

性
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

う
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
、
東
北
メ
デ
ィ

カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
機
構
や
国
研
、
製
薬

企
業
で
行
う
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
な
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
医
療
デ
ー
タ

科
学
推
進
室
室
長
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
室
室
長
の
田
中
博
特
任
教
授
は
、
豪

華
な
講
師
陣
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実

度
を
強
調
す
る
。

　
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
係
の
科
目
で
は
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
人
工
知
能
研
究
セ

ン
タ
ー
の
辻
井
潤
一
セ
ン
タ
ー
長
や
慶
應

義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
の
冨
田

勝
教
授
が
講
義
を
行
う
な
ど
、
講
義
だ
け

で
も
大
変
貴
重
で
す
。
ま
た
、
連
携
機
関

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
ほ

か
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室
が
修
了
後
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
も
支
援
し
ま
す
」

ビッグデータと人工知能による
未来の医療
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